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中

野

直

樹

本
粛
は
二
十
巻
本
『
和
名
類
緊
抄
』
（
以
下
、
『
和
名
抄
』
）
・
『
風
土
記
』

を
中
心
に
そ
こ
に
見
ら
れ
る
地
名
に
つ
い
て
、
表
記
・
語
構
成
・
音
韻
の
面

か
ら
国
語
学
的
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

著
者
が
は
し
が
き
で
述
べ
る
よ
う
に
、
第
一
・
ニ
篇
は
『
和
名
抄
』
に
お

け
る
地
名
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
第
三
章
以
降
は
『
和
名
抄
』
の
地
名
に

限
ら
な
い
考
察
と
な
っ
て
い
る
。
本
粛
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。

は
し
が
き

第
一
篇
和
名
抄
地
名
の
構
成
と
表
記

第
一
章
和
名
抄
地
名
の
構
成

第
二
章
和
名
抄
地
名
の
二
合
仮
名

第
三
章
和
名
抄
地
名
の
読
添
え

第
四
章
和
名
抄
地
名
の
音
訓
混
用

余
談
・
一
琵
琶
湖
の
東
西
の
山

第
二
篇
和
名
抄
地
名
の
訓
注

第
一
章
和
名
抄
地
名
の
訓
注
の
仮
名

第
二
章
和
名
抄
地
名
の
訓
注
の
促
音
・
撥
音
等

第
三
篇
地
名
の
二
字
化

第
一
章
三
字
地
名
の
二
字
化

蜂
矢
真
郷
著
『
古
代
地
名
の
国
語
学
的
研
究
』

紹

介

第
二
章
一
字
地
名
の
二
字
化

第
三
章
和
名
抄
地
名
に
お
け
る
「
部
」

余
談
・
ニ
変
化
す
る
地
名

第
四
篇
地
名
と
そ
の
周
辺

第
一
章
和
名
抄
・
名
拇
本
の
地
名
の
傍
訓

第
二
章
風
土
記
地
名
と
和
名
抄
地
名

第
三
章
地
名
と
上
代
特
殊
仮
名
造

第
四
章
チ
[
路
]
と
ミ
チ
[
道
]

あ
と
が
き

索
引
（
地
名
索
引
・
語
旗
索
引
・
事
項
索
引
）

第
一
篇
第
一
章
で
は
二
字
の
地
名
を
前
項
と
後
項
に
分
け
、
項
末
に
ど
の

音
節
が
く
る
の
か
、
項
の
位
骰
に
よ
っ
て
音
節
に
偏
り
は
あ
る
の
か
等
、
語

構
成
上
か
ら
分
析
す
る
。
ま
た
、
章
末
に
は
前
項
と
後
項
に
用
い
ら
れ
た
漢

字
の
読
み
を
五
十
音
順
で
列
挙
す
る
。

同
篇
第
二
章
で
は
、
二
合
仮
名
（
鼻
音
・
人
声
の
韻
尾
に
偲
音
を
加
え
て

音
仮
名
と
す
る
も
の
。
例
、
相
馬
夜
f

万
．
邑
珈
木
於
波
良
支
）
に
つ
い
て
、
前

項
・
後
項
に
分
け
て
韻
尾
ご
と
に
検
討
し
差
異
を
見
る
。

同
篇
節
三
章
で
は
、
連
体
助
詞
「
ノ
・
ツ
・
ナ
・
ガ
」
及
び
序
数
詞

「
ツ
」
の
読
み
添
え
語
（
漢
字
の
読
み
に
添
え
る
も
の
。
例
、
上
野
加
三
豆

介
・
八
代
夜
豆
志
呂
）
に
ど
の
よ
う
な
分
布
が
見
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
考
察

す
る
。同

箭
第
四
章
で
は
、
地
名
の
読
み
の
音
訓
に
つ
い
て
特
に
問
題
と
な
る
字
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を
例
に
取
り
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
第
一
篇
末
に
は
余
談
と
し
て
「
伊
吹

山
」
と
「
比
被
山
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

第
二
篇
第
一
章
で
は
、
『
和
名
抄
』
の
訓
注
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
万
業
仮

名
で
表
記
さ
れ
た
地
名
の
表
記
に
ど
の
漢
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。

同
篇
第
二
章
は
訓
注
の
内
、
促
音
・
撥
音
表
記
の
例
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
章
で
は
、
訓
注
の
促
音
・
搬
音
表
記
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
も
継
め
ら

れ
て
い
る
。

第
三
篇
よ
り
『
和
名
抄
』
以
外
に
『
風
土
記
』
等
を
用
い
た
考
察
が
行
わ

れ
る
。
同
篇
第
一
章
で
は
、
三
字
の
地
名
が
二
字
に
改
め
ら
れ
た
際
に
、
特

定
の
字
を
伴
う
地
名
及
び
、
二
音
節
を
一
字
で
表
わ
し
た
地
名
を
整
理
す
る
。

同
篇
第
二
章
で
は
、
一
字
地
名
の
二
字
化
の
例
を
中
心
に
地
名
が
整
理
さ

れ
る
。同

篇
第
三
章
で
は
、
地
名
に
「
部
」
字
を
伴
う
地
名
を
中
心
に
考
察
し
て

い
る
。
第
三
章
末
に
は
余
談
二
と
し
て
窟
雄
川
と
遠
里
小
野
の
地
名
の
変
遷

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

第
四
篇
第
一
章
で
は
、
『
和
名
抄
』
諸
本
の
う
ち
、
高
山
寺
本
と
名
抽
本

の
訓
注
を
川
い
て
、
先
行
研
究
で
必
ず
し
も
明
確
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、

両
習
の
地
名
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
が
行
わ
れ
、
先
行
研
究
の
結
果
を
補
強

す
る
。同

篇
第
二
漱
で
は
、
『
風
土
記
』
と
『
和
名
抄
』
の
地
名
を
比
較
す
る
。

章
末
に
は
『
風
土
記
』
と
『
和
名
抄
』
に
見
ら
れ
る
地
名
の
表
記
及
び
訓
注

の
対
照
表
が
付
さ
れ
て
お
り
、
比
較
に
便
利
で
あ
る
。

な
か
の
・
な
お
き
本
学
大
学
院
抽
士
後
期
課
程

同
篇
第
三
章
で
は
、
枕
詞
や
地
名
起
源
説
話
に
見
ら
れ
る
地
名
表
記
に
お

け
る
上
代
特
殊
仮
名
逍
い
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

本
粛
最
後
と
な
る
同
篇
第
四
章
は
、
「
路
」
チ
と
「
道
」
ミ
チ
の
訓
み
に

つ
い
て
考
察
す
る
。
同
章
で
は
「
ミ
」
を
接
頭
語
と
す
る
地
名
、
地
名
＋

「
チ
」
と
す
る
地
名
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
本
湛
の
内
容
に
つ
い
て
極
節
単
に
概
観
し
た
。
本
賞
は
『
和
名

抄
』
や
『
風
土
記
』
に
見
ら
れ
る
古
代
の
地
名
に
つ
い
て
、
多
方
面
に
論
が

展
開
し
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
ま
た
、
一
々
の
用
例
が
列
挙
さ
れ
て
お

り
（
索
引
も
あ
る
）
、
地
名
研
究
以
外
に
、
辞
粛
史
研
究
の
面
か
ら
見
て
も

追
試
が
し
や
す
く
あ
り
が
た
い
。
本
掛
に
は
『
和
名
抄
』
の
用
例
が
多
い
の

で
、
先
に
『
和
名
抄
』
諾
本
本
文
の
体
故
を
見
て
お
く
と
、
理
解
が
ス
ム
ー

ズ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
（
本
苫
で
扱
わ
れ
る
諸
本
は
い
ず
れ
も
影
印
で
本

文
を
確
認
で
き
る
）
。

本
歯
で
検
討
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
『
和
名
抄
』
の
地
名
表
記
が
他

の
二
十
巻
本
間
で
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
『
節
用
集
』
を

は
じ
め
、
他
の
古
辞
粛
に
見
ら
れ
る
地
名
の
読
み
と
比
較
し
た
場
合
、
本
湛

の
考
察
が
ど
の
よ
う
に
活
き
る
か
等
、
こ
こ
か
ら
展
開
す
る
論
は
い
く
つ
も

あ
る
。

（
和
泉
粛
院
、
二

0
一
七
年
三
月
三
十
一
日
初
版
第
一
刷
発
行
、
三
七
六
頁
、

定
価
―
-
、
三
四

0
円
（
税
込
）
）
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